
「 Colors かわさき展」は、作者に障がい

があるか・ないかということにとらわれず、

一つ一つの作品の魅力をダイレクトに感じ

てもらうことを目指す展覧会です。 

障がいのあるなしに関わらず親しめる芸

術文化活動の環境づくりに向けた「パラア

ート推進事業」の一環として、（公財）川崎

市文化財団が年１回開催しています。 
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「江ノ島水族館のクラゲ」 アクリル、色鉛筆 

 

江ノ島水族館で見たクラゲの絵を描きました。（本人） 

当財団は市民の主体的な学びと活動を支援するための諸事業を推進しています。 

詳細・他 

◆◆  施施設設めめぐぐりり  

・カワサキ文化公園 
挑戦が交わる公園 

・二ヶ領せせらぎ館 
多摩川と出会う場所 

◆◆  財財団団かかららののおお知知ららせせ  

・地域協働講座 
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主な記事 

・・国国内内トトッッププククララススのの市市民民大大学学  

「「認認定定NNPPOO法法人人  

かかわわささきき市市民民アアカカデデミミーー」」  

・・川川崎崎のの『『北北のの玄玄関関口口』』をを彩彩るる花花壇壇かからら  

「「土土橋橋園園芸芸ククララブブ」」  

・・特特集集  大大山山街街道道歴歴史史散散歩歩  
          ～～溝溝口口ココーースス～～  
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東名川崎インターの料金所を出ると、目の前に色と

りどりの花が広がります。この花壇を中心に、地域の

さまざまな場所で花と緑を育てているのが「土橋園芸

クラブ」です。 

活動の場は、東名川崎インター前の花壇をはじめ、

矢上川沿いの花木園、土橋７丁目公園、土橋会館など

です。どの場所も、会員の皆さんの丁寧なお手入れに

よって、一年を通して季節の花が楽しめます。 

「車でここを通る人に、『おお、川崎だ』と思っても

らえたらうれしいですね」と話すのは、長年クラブを

支えてきた幹事の老門さん。川崎を訪れる人を花で迎

えたいという思いが、活動の原点にあります。 
 

地域の力で育ててきた花壇 
土橋園芸クラブは、平成19(2007)年に町内会の呼び

かけに応じた14名からスタートしました。東名インタ

ー前の花壇の維持管理をきっかけに活動が始まり、翌

年には見事な花壇が完成。平成21年度の「わがまち花

と緑のコンクール」で大賞を受賞するなど、その取り

組みは高く評価されてきました。 

現在の会員数は約40名。男女問わず幅広い世代が参

加し、和やかな雰囲気の中で活動が続けられています。

会員の一人は、「町内会の仲間に誘われて入りました。

集まっておしゃべりしながら作業するのが楽しくて、

長く続いています」と笑顔で話します。 

また、活動はクラブ単独ではなく、子ども会や地域

の方々、行政とも連携して行われています。花植えの

際には多くの人が集まり、世代を超えた交流の場にも

なっています。 

 

見えない努力が支える花壇の美しさ 
美しい花壇の裏には、地道な作業の積み重ねがあり

ます。年２回の植え替えに加え、日々の水やりや草取

り、花がら摘みなどの手入れは欠かせません。「大きい

花壇は基本的に水やりをしないんです。でも、枯れて

しまうと困るので、会長が早朝に水をまいています」

と副会長の横山さん。実際に話を聞くと、花木園では

水道がなく、バケツで水を運ぶこともあるそうです。 

会長の久峩さんは、「誰かに強制するわけにはいきま

せんから、自分たちでやるしかないんです」と穏やか

に話します。その言葉からは、無理のない範囲で、で

きる人ができることを担うという、このクラブらしい

姿勢が伝わってきました。 

次の世代へ、やさしくつなぐ 
活動のこれからについて伺うと、「子どもたちが将来

の担い手になってくれたらうれしいですね」と老門さ

ん。花植えに子ども会を招いているのも、その思いか

らです。 

横山さんは、「もっと若

い人たちに自由にやって

もらえたら」と語ります。

実際にデザイン会議の様

子を拝見していると、若

い世代が先輩方を尊重し

ながら支えている様子

が印象的でした。出すぎ

ず、引きすぎず、ちょうどよい距離感で関わる姿に、

地域のあたたかさが感じられます。 

花とみどりでつながる地域の笑顔 
クラブのスローガンは「土橋を緑豊かで花いっぱい

の街へ」。そしてモットーは「楽しく ゆっくり 元気

で」です。無理をせず、楽しみながら続けること。それ

が、長く活動を続けてきた秘訣なのかもしれません。 

活動の中で一番うれしい瞬間を尋ねると、「通りがか

った人に声をかけてもらえるときですね」と久峩さん。

作業中に「きれいですね」と言われると、疲れも吹き

飛ぶのだそうです。 

色とりどりの花は、ただ美しいだけでなく、人の心

をやわらかくし、会話のきっかけを生み出すのでしょ

う。土橋園芸クラブの活動は、花を通して人と人をつ

なぎ、地域に笑顔を広げているようです。 

皆さんも、ご自身の地域の活動に参加してみてはい

かがでしょうか。その一歩が、新しいつながりと楽し

さの始まりになるかもしれません。 

川崎の『北の玄関口』を彩る花壇から 
「土橋園芸クラブ」 

Stage Up 258号 令和8(2026)年7月1日発行 

平成21年度わがまち花と緑の
コンクール「大賞」受賞花壇 

■ 土橋園芸クラブ 

川崎市宮前区土橋2-13-2 土橋会館 

電 話 044-855-4301 

ホームページのお問い合わせフォーム 
からお問い合わせください ホームページ 

土橋矢上川花木園 

デザイン会議の様子 

 

 

 

 

 

第一線で活躍する講師陣による幅広く豊富なカリキ

ュラムを取り揃え、市民に広く“学び”の場を提供し

ているのが、川崎が誇る市民大学「かわさき市民アカ

デミー」です。武蔵小杉駅最寄の川崎市生涯学習プラ

ザを拠点とし、講座の内容に合わせて新百合ヶ丘「新

百合21ビル」、昭和音楽大学、高津市民館、大山街道ふ

るさと館、ミューザ川崎など、市内全域で講座を開催

しています。 

専門家の企画・編成による 
多彩なカリキュラム構成 

政治・経済・歴史・文学・自然科学・環境・音楽・芸

能・美術などの分野をはじめ、生涯学習財団と協働で

行う生活密着型の“地域協働講座”、地域研究の“川崎

学”など、ジャンルは多岐にわたります。 

その企画・編成を担うのは、大学の名誉教授、現役

教授や学者、研究者などの専門家で組織する「カリキ

ュラム企画・編成委員会」。ジャンルごとにその学期で

扱うテーマを決め、その分野の第一人者である講師陣

を広く起用することで、極めて充実した講座が組まれ

ます。これにより同アカデミーの講座は、全国でも類

を見ないレベルとなっているとのことです。 

座学やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなど多様な講座形式 
～オンライン参加が可能な講座も 

講座の形式は座学だけではありません。10月から始

まる2026年後期の学期では、全49講座のうち10の講座

は、講師と受講生や受講生同士の意見交換・質疑を行

いながら進めるワークショップの形式で、これも同ア

カデミーの大きな特徴です。また、11の講座には野外

学習が含まれ、自然観察・まち歩き・施設見学など、座

学で学んだ内容を現場で実体験して学びを深める、人

気の講座です。ワークショップや野外学習の講座は、

格好の仲間づくりの場にもなっているとのこと。 

また、全49講座のうち18の講座はオンラインでも参

加でき、自宅など遠隔地からの受講が可能です。資料

は事前に配付され、質疑に参加することもできます。 

33年の歴史と実績に裏打ちされた 
総合市民大学 

市民の生涯学習

の機会の提供を通

じた“学び”の振興

は、「生きがい」を

生み出し、社会との

接点を生み、それが

ひいては健康寿命

の延伸にもつなが

ります。同アカデミ

ーの年間の受講生は延べ約 6 千名にも上ります。同ア

カデミー運営の一部は受講生が担っており、それ自体

も社会参加のひとつの姿と言えます。 

同アカデミーの理事で広報・地域連携を担当する島

田さんによると、「これだけの内容を備える市民大学で

ありながら、それが十分に認知されておらず、とても

勿体ないと感じています。様々な機会を通じて、川崎

市の内外の方々にその素晴らしさを紹介していけたら

と考えています」とのことでした。 

2026年度後期講座の募集開始 
同アカデミーの講座は、4 月開始の前期、10 月開始

の後期の2学期構成で、それぞれ3～4か月の期間で主

に 6～12 回の講義を通じて学びます。2026 年 10 月か

らの後期は、この7月から受講生の募集が始まります。 

講座の具体的な内容など、詳しくは「2026年度後期

講座・ワークショップ受講生募集」パンフレットをご

参照ください。同アカデミー事務局や市内各区の市民

館・図書館の専用ラックで入手可能で、PDF

版は同アカデミーのホームページからダウ

ンロードできます（右のQRコードより）。 

 

2026年後期講座へのお申込みの流れは次の通りです。 

★受講申込書による申込み  7月1日(水）～ 

★ホームページからの申込み 7月7日(火）13時～ 

★申込締切             8月18日(火） 

※ 定員を超えた講座は締切後に抽選となります。 

※ 定員に満たない講座は、各講座の開講1週間前

まで受講応募の受付を継続します。 

★「受講説明会」を7月28･30･31日の3日程で開催し

ます。詳細は上記パンフレットか同アカデミー

ホームページでご確認ください。 

 

Stage Up 258号 令和8 (2026)年7月1日発行 

人気を集める野外学習の様子 

■ 認定NPO法人 かわさき市民アカデミー 

 川崎市中原区今井南町28-41 川崎市生涯学習プラザ３階 

電話 044-733-5590  FAX  044-722-5761 

   MAIL info@kawasaki-c-academy.jp 

 

国内トップクラスの市民大学  
かわさき市民アカデミー
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りどりの花が広がります。この花壇を中心に、地域の

さまざまな場所で花と緑を育てているのが「土橋園芸
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しまうと困るので、会長が早朝に水をまいています」

と副会長の横山さん。実際に話を聞くと、花木園では
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第一線で活躍する講師陣による幅広く豊富なカリキ

ュラムを取り揃え、市民に広く“学び”の場を提供し
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カデミー運営の一部は受講生が担っており、それ自体

も社会参加のひとつの姿と言えます。 

同アカデミーの理事で広報・地域連携を担当する島

田さんによると、「これだけの内容を備える市民大学で

ありながら、それが十分に認知されておらず、とても

勿体ないと感じています。様々な機会を通じて、川崎

市の内外の方々にその素晴らしさを紹介していけたら

と考えています」とのことでした。 

2026年度後期講座の募集開始 
同アカデミーの講座は、4 月開始の前期、10 月開始

の後期の 2学期構成で、それぞれ 3～4か月の期間で主

に 6～12 回の講義を通じて学びます。2026 年 10 月か

らの後期は、この 7月から受講生の募集が始まります。 

講座の具体的な内容など、詳しくは「2026年度後期

講座・ワークショップ受講生募集」パンフレットをご

参照ください。同アカデミー事務局や市内各区の市民

館・図書館の専用ラックで入手可能で、PDF

版は同アカデミーのホームページからダウ

ンロードできます（右の QRコードより）。 

 

2026年後期講座へのお申込みの流れは次の通りです。 

★受講申込書による申込み  7月1日(水）～ 

★ホームページからの申込み 7月7日(火）13時～ 

★申込締切             8月18日(火） 

※ 定員を超えた講座は締切後に抽選となります。 

※ 定員に満たない講座は、各講座の開講1週間前

まで受講応募の受付を継続します。 

★「受講説明会」を7月28･30･31日の3日程で開催し

ます。詳細は上記パンフレットか同アカデミー

ホームページでご確認ください。 
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」 

江戸時代の初期に旅行者や荷物を安全に継ぎ送る「継立村」として

指定された溝口宿（みぞのくちしゅく）は、二子村とともに宿場町とし

て賑わいました。明治時代の初期に生まれた作家、国木田独歩の短編

小説『忘れえぬ人々』の舞台にもなっています。 

今もなお、文化的な所産が残る街、溝口。そんな風情豊かな溝口周辺

の歴史散歩コースの様々な見所を訪ね歩きます。今回も大山街道ふる

さと館の学芸員さんにご案内いただきます。東急溝の口駅の南口を出

て「片町の庚申塔」を起点に出発しましょう。 

 

 

 

名所・旧跡 

• 国木田独歩の碑 - 小説「忘れ得ぬ人々」の舞台とな

った溝口の亀屋前に立てられた碑が、高津図書館入口に移設さ

れた[4]。 

• 灰吹屋 - 1771 年（明和 8 年）に鈴木仁兵衛が創業

した薬屋。大正年間に建てられ、1960 年（昭和 35 年）まで

使われた蔵造りの店が残る[5][6]。 

• 大山街道ふるさと館 

• 大石橋 - 二ヶ領用水にかかる[7]。 

• 溝口神社 

• 宗隆寺 

古くから霊山として信仰されてきた大山は、都心から近く現在も多

くの参拝者で賑わう観光地です。この大山に参拝する大山詣りは、江

戸時代中期以降、江戸庶民の間で大流行し、最盛期には年間 20 万人に

上る人々が大山へ向かいました。赤坂御門から伊勢原を経由し沼津へ

ぬける矢倉沢往還も、大山詣りの流行とともに『大山街道』と呼ばれる

ようになります。大山街道の宿場町の一つ、二子・溝口も、大きく発展

し、街道は大山へ向かう旅人で賑わうようになりました。 

川崎市大山街道ふるさと館の学芸員さんにご案内いただきながら、

街道沿いの見どころをめぐります。 

大山街道ふるさと館を出発し、二子橋付近まで歩く「二子コース」。冬

の澄んだ空気の中、歴史の足跡をたどりながら、心も体も温まるひと

ときを過ごしてみませんか。 

大大山山街街道道歴歴史史散散歩歩
～～溝溝口口ココーースス～～

川崎の歴史や文化、生涯学習施設や全市的に取り組まれている活動などの紹介 

「北高幡不動道 南川崎道 西大
山道 東青山道」とある江戸時代後
期の文政12(1829)年に建てられ
た道標です。日野の高幡不動尊金
剛寺にも通じる府中街道と、大山
街道が交差する、街道の脇に立っ
ていましたが、現在はふるさと館
脇に移設されています。 

高幡不動尊道標 

川崎市大山街道ふるさと館 

大山街道ふるさと館は、大山
街道の歴史や人々の暮らし、高
津に関する貴重な資料などを保
存・展示する施設で、貸室も行っ
ています。展示室は観覧無料で、
誰でも気軽に立ち寄れます。 
館内には休憩スペースやトイ

レもあります。お散歩のひと休
みにも便利です。 

 

大和屋跡 江戸時代から続く老
舗の和菓子屋「大和屋」
は、冠婚葬祭用の菓子を
世田谷や狛江などから
も買いに来る人がいる
ほど、有名な和菓子屋で
した。 
濱田庄司の父方の家

で、濱田はここで幼少期
を過ごしました。 

溝口神社 

溝口村の村社です。創建
年代は不明ですが、宝永
5(1708)年の記録が残っ
ています。当時は赤城大明
神を祀る赤城社と呼ばれて
いました。 

岩崎酒店跡 約130年続いた老舗
の酒屋で、戦前は選挙の
有権者になるほど繁盛
しましたが、2021年惜
しまれつつも歴史に幕
を下ろしました。岩崎酒
店の屋号「糀屋」から名
付けられた糀ホールが、
現在も高津の文化を支
えています。 

栄橋の親柱石 
旧平瀬川と根方堀に

かかる栄橋があった場
所です。明治の初めまで
は「馬上免橋」と呼んで
おり、大正13(1924)年
に木橋から石橋となり
ました。現在は暗渠とな
っていますが、交差点の
名前に残り、かつての姿
を偲ばせています。 

片町の庚申塔 「東江戸道 西大
山道」と記され、かつ
て道しるべの役割も
果たした庚申塔で
す。村に悪い病気が
入らないよう、溝口
村の村境に建てられ
ました。この場所が
交通の要所であった
ことがわかります。 

岡田屋足袋店 

江戸時代から続く足袋
屋です。昭和の頃には足袋
だけでなく、祭礼用品や作
業着も扱うようになり、現
在まで続いています。 

太田医院跡 
濱田庄司が生まれた、母

方の実家、蘭方医太田医院
があった場所です。太田家
は早くから種痘（天然痘の
ワクチン接種）を始めた医
者で、溝口の医療発展に貢
献しました。 
現在は濱田庄司の記念

碑が建っています。 

濱田庄司は人間国宝第1
号となった、益子焼の陶芸
家です。民芸運動家として
も知られ、柳宗悦やバーナ
ード・リーチとも交流があ
りました。明治27(1894)年
に溝口で生まれ、幼少期を
過ごした濱田は、電車の開
通などで近代化していくふ
るさと高津を離れ、原風景
の残る益子に移り住みまし
たが、生涯高津から籍を動
かすことはなく、現在は宗
隆寺に眠っています。 
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濱田庄司と溝口 

濱田庄司 

記念碑 

大石橋 
二ヶ領用水にかかる

橋で溝口宿の中心にあ
たります。そばには溝口
村の名主を務めた丸屋
がありました。この丸屋
は問屋役をしていた家
で、溝口水騒動の舞台に
もなりました。 

大大山山街街道道ととはは  
矢矢倉倉沢沢往往還還はは、、江江戸戸時時代代にに東東海海道道のの脇脇往往還還ととししてて

整整備備さされれたた街街道道でですす。。江江戸戸時時代代中中期期ににななりり、、伊伊勢勢原原
のの大大山山へへ参参拝拝すするる大大山山詣詣りりがが庶庶民民のの間間でで流流行行すするる
とと、、大大山山へへ向向かかううここのの街街道道はは「「大大山山街街道道」」とと呼呼ばばれれ
るるよよううににななりりままししたた。。最最盛盛期期ににはは年年間間2200万万人人がが大大山山
へへ参参詣詣ししたたととさされれ、、多多くくのの旅旅人人がが行行ききかかいい、、現現在在でで
もも当当時時のの様様子子をを垣垣間間見見るるここととががででききるる史史跡跡がが数数多多くく
残残っってていいまますす。。  

宗隆寺 

七面山のふもとにある
長い歴史を持つ日蓮宗の
寺で、境内には松尾芭蕉の
句碑や濱田庄司の墓があ
ります。明治の初めには学
制の発布に伴い高津小学
校の前身、溝口学舎として
教育の拠点にもなりまし
た。 

武蔵溝ノ口駅 

溝の口駅 

片町の庚申塔 

栄橋の親柱石 

岩崎酒店跡 

大和屋跡 

岡田屋足袋店 

高津駅 

亀屋と国木田独歩の文学碑 

江戸時代から続く旅籠「亀屋」は、国木田独歩の小説「忘
れえぬ人々」に登場し有名になりました。玄関わきに建て
られた国木田独歩の文学碑は亀屋の廃業後、高津図書館の
そばに移設されています。 

国木田独歩の碑 

川崎市大山街道ふるさと館 

高幡不動尊道標 

亀屋跡 

溝口神社 
宗隆寺 

大石橋 

溝の口西口商店街 

溝の口西口商店街 
戦後、闇市があったところ

で、現在は昭和の面影が残る
ディープなエリアです。 

太田医院跡 

5

 
 

」 

江戸時代の初期に旅行者や荷物を安全に継ぎ送る「継立村」として

指定された溝口宿（みぞのくちしゅく）は、二子村とともに宿場町とし

て賑わいました。明治時代の初期に生まれた作家、国木田独歩の短編

小説『忘れえぬ人々』の舞台にもなっています。 

今もなお、文化的な所産が残る街、溝口。そんな風情豊かな溝口周辺

の歴史散歩コースの様々な見所を訪ね歩きます。今回も大山街道ふる

さと館の学芸員さんにご案内いただきます。東急溝の口駅の南口を出

て「片町の庚申塔」を起点に出発しましょう。 

 

 

 

名所・旧跡 

• 国木田独歩の碑 - 小説「忘れ得ぬ人々」の舞台とな

った溝口の亀屋前に立てられた碑が、高津図書館入口に移設さ

れた[4]。 

• 灰吹屋 - 1771 年（明和 8 年）に鈴木仁兵衛が創業

した薬屋。大正年間に建てられ、1960 年（昭和 35 年）まで

使われた蔵造りの店が残る[5][6]。 

• 大山街道ふるさと館 

• 大石橋 - 二ヶ領用水にかかる[7]。 

• 溝口神社 

• 宗隆寺 

古くから霊山として信仰されてきた大山は、都心から近く現在も多

くの参拝者で賑わう観光地です。この大山に参拝する大山詣りは、江

戸時代中期以降、江戸庶民の間で大流行し、最盛期には年間 20 万人に

上る人々が大山へ向かいました。赤坂御門から伊勢原を経由し沼津へ

ぬける矢倉沢往還も、大山詣りの流行とともに『大山街道』と呼ばれる

ようになります。大山街道の宿場町の一つ、二子・溝口も、大きく発展

し、街道は大山へ向かう旅人で賑わうようになりました。 

川崎市大山街道ふるさと館の学芸員さんにご案内いただきながら、

街道沿いの見どころをめぐります。 

大山街道ふるさと館を出発し、二子橋付近まで歩く「二子コース」。冬

の澄んだ空気の中、歴史の足跡をたどりながら、心も体も温まるひと

ときを過ごしてみませんか。 

大大山山街街道道歴歴史史散散歩歩
～～溝溝口口ココーースス～～

川崎の歴史や文化、生涯学習施設や全市的に取り組まれている活動などの紹介 

「北高幡不動道 南川崎道 西大
山道 東青山道」とある江戸時代後
期の文政12(1829)年に建てられ
た道標です。日野の高幡不動尊金
剛寺にも通じる府中街道と、大山
街道が交差する、街道の脇に立っ
ていましたが、現在はふるさと館
脇に移設されています。 

高幡不動尊道標 

川崎市大山街道ふるさと館 

大山街道ふるさと館は、大山
街道の歴史や人々の暮らし、高
津に関する貴重な資料などを保
存・展示する施設で、貸室も行っ
ています。展示室は観覧無料で、
誰でも気軽に立ち寄れます。 
館内には休憩スペースやトイ

レもあります。お散歩のひと休
みにも便利です。 

 

大和屋跡 江戸時代から続く老
舗の和菓子屋「大和屋」
は、冠婚葬祭用の菓子を
世田谷や狛江などから
も買いに来る人がいる
ほど、有名な和菓子屋で
した。 
濱田庄司の父方の家

で、濱田はここで幼少期
を過ごしました。 

溝口神社 

溝口村の村社です。創建
年代は不明ですが、宝永
5(1708)年の記録が残っ
ています。当時は赤城大明
神を祀る赤城社と呼ばれて
いました。 

岩崎酒店跡 約130年続いた老舗
の酒屋で、戦前は選挙の
有権者になるほど繁盛
しましたが、2021年惜
しまれつつも歴史に幕
を下ろしました。岩崎酒
店の屋号「糀屋」から名
付けられた糀ホールが、
現在も高津の文化を支
えています。 

栄橋の親柱石 
旧平瀬川と根方堀に

かかる栄橋があった場
所です。明治の初めまで
は「馬上免橋」と呼んで
おり、大正13(1924)年
に木橋から石橋となり
ました。現在は暗渠とな
っていますが、交差点の
名前に残り、かつての姿
を偲ばせています。 

片町の庚申塔 「東江戸道 西大
山道」と記され、かつ
て道しるべの役割も
果たした庚申塔で
す。村に悪い病気が
入らないよう、溝口
村の村境に建てられ
ました。この場所が
交通の要所であった
ことがわかります。 

岡田屋足袋店 

江戸時代から続く足袋
屋です。昭和の頃には足袋
だけでなく、祭礼用品や作
業着も扱うようになり、現
在まで続いています。 

太田医院跡 
濱田庄司が生まれた、母

方の実家、蘭方医太田医院
があった場所です。太田家
は早くから種痘（天然痘の
ワクチン接種）を始めた医
者で、溝口の医療発展に貢
献しました。 
現在は濱田庄司の記念

碑が建っています。 

濱田庄司は人間国宝第1
号となった、益子焼の陶芸
家です。民芸運動家として
も知られ、柳宗悦やバーナ
ード・リーチとも交流があ
りました。明治27(1894)年
に溝口で生まれ、幼少期を
過ごした濱田は、電車の開
通などで近代化していくふ
るさと高津を離れ、原風景
の残る益子に移り住みまし
たが、生涯高津から籍を動
かすことはなく、現在は宗
隆寺に眠っています。 

Stage Up 258号 令和 8 (2026)年 7月 1日発行 

濱田庄司と溝口 

濱田庄司 

記念碑 

大石橋 
二ヶ領用水にかかる

橋で溝口宿の中心にあ
たります。そばには溝口
村の名主を務めた丸屋
がありました。この丸屋
は問屋役をしていた家
で、溝口水騒動の舞台に
もなりました。 

大大山山街街道道ととはは  
矢矢倉倉沢沢往往還還はは、、江江戸戸時時代代にに東東海海道道のの脇脇往往還還ととししてて

整整備備さされれたた街街道道でですす。。江江戸戸時時代代中中期期ににななりり、、伊伊勢勢原原
のの大大山山へへ参参拝拝すするる大大山山詣詣りりがが庶庶民民のの間間でで流流行行すするる
とと、、大大山山へへ向向かかううここのの街街道道はは「「大大山山街街道道」」とと呼呼ばばれれ
るるよよううににななりりままししたた。。最最盛盛期期ににはは年年間間2200万万人人がが大大山山
へへ参参詣詣ししたたととさされれ、、多多くくのの旅旅人人がが行行ききかかいい、、現現在在でで
もも当当時時のの様様子子をを垣垣間間見見るるここととががででききるる史史跡跡がが数数多多くく
残残っってていいまますす。。  

宗隆寺 

七面山のふもとにある
長い歴史を持つ日蓮宗の
寺で、境内には松尾芭蕉の
句碑や濱田庄司の墓があ
ります。明治の初めには学
制の発布に伴い高津小学
校の前身、溝口学舎として
教育の拠点にもなりまし
た。 

武蔵溝ノ口駅 

溝の口駅 

片町の庚申塔 

栄橋の親柱石 

岩崎酒店跡 

大和屋跡 

岡田屋足袋店 

高津駅 

亀屋と国木田独歩の文学碑 

江戸時代から続く旅籠「亀屋」は、国木田独歩の小説「忘
れえぬ人々」に登場し有名になりました。玄関わきに建て
られた国木田独歩の文学碑は亀屋の廃業後、高津図書館の
そばに移設されています。 

国木田独歩の碑 

川崎市大山街道ふるさと館 

高幡不動尊道標 

亀屋跡 

溝口神社 
宗隆寺 

大石橋 

溝の口西口商店街 

溝の口西口商店街 
戦後、闇市があったところ

で、現在は昭和の面影が残る
ディープなエリアです。 

太田医院跡 
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多多摩摩川川とと出出会会うう場場所所  
多摩区・宿河原の二ヶ領宿河原堰の

そばにある「二ヶ領せせらぎ館」。館内

に足を踏み入れると、まず目に入るの

は床いっぱいに広がる多摩川流域の

衛星写真です。東京湾の河口から源流

の笠取山までを一望できるこの展示

は、多摩川を“丸ごと感じてほしい”

という思いの象徴でもあります。 

同館は、国土交通省の施設の一部を活用し、川崎市と

市民団体が連携して運営する多摩川の情報発信拠点で

す。「多摩川エコミュージアム」の考え方のもと、自然・

歴史・文化を一体として捉え、市民が主体となって地域

の魅力を学び、発信する場となっています。 

館内には、多摩川で見られる魚やカニの水槽、宿河原

堰の模型、野鳥の写真パネルなど、地域の自然や歴史を

身近に感じられる展示が並びます。展示の多くは地域の

方々の協力によって支えられ、月替わりの企画展示では

市民の作品発表の場としても活用されています。 

活動は館内にとどまりません。多摩川の魅力を体感で

きる「多摩川桜のコンサート」「登戸の渡しまつり」「秋

の多摩川まつり」といった季節のイベントが開催されて

おり、多くの来場者でにぎわいます。子どもたちを対象

とした「かわさき水辺の楽校」の自然体験活動、ラフテ

ィングボート体験会など、市民が参加しながら多摩川に

親しむ機会も用意されています。 

毎月行われているクリーンアップ活動には多くの市民

や企業が参加し、生物多様性の保全活動や環境学習など、

多摩川と関わる取り組みが広がっています。「地域密着型

で、子どもから大人までが関われる場所にしたい」と語

る運営スタッフ。二ヶ領せせらぎ館は、多摩川を知るだ

けでなく、関わり、育てていくきっかけとなる“入口”

のような存在です。 

 

 多多
摩摩
区区  

JR・小田急「登戸駅」より徒歩約 8 分 
JR「宿河原駅」より徒歩約 15 分 二二ヶヶ領領せせせせららぎぎ館館  

Stage Up 258号 令和8(2026)年7月1日発行 施設めぐり  市内公共施設等の紹介 

■二ヶ領せせらぎ館 

〒214-0024 多摩区宿河原 1-5-1 

電 話 044-900-8386 

休館日 月曜日(祝日の場合はその翌日)、 

第１･３水曜日 

人人気気者者““たたままずずんん””とと多多摩摩川川のの生生きき物物たたちち  

市市民民ががつつくくるる展展示示とと学学びびのの場場 

多多摩摩川川をを守守りり、、楽楽ししむむ活活動動  

館内でひときわ存在感を放つのが、

黄金のナマズとして親しまれた「たま

ずん」。クラウドファンディングで整備

された水槽で飼育され、多摩区の特別

住民票も交付された人気者でした。現

在ははく製として展示され、子どもた

ちの記憶とともにその姿を今に伝えて

います。館内にはこのほかにも、多摩川

で採取された魚やカニの水槽が並び、

地域の生き物を間近に観察できます。 

館内の展示や活動の多くは、

市民の協力によって支えられて

います。野鳥の写真や絵画作品

は、地域の方々が持ち寄ったも

の。月替わりの企画展示では、

個人や団体の発表の場としても

活用されています。また、植物

画や風景画の教室、音楽やリト

ミックなどの活動も行われてお

り、２階の会議室は登録団体が 

せせらぎ館の活動は、多摩川のフィールドへと広がっ

ています。平成 20（2008）年から続くクリーンアップ活

動には、地域住民や企業など多くの人が参加。生物多様

性の保全活動には若い世代の参加も増えています。活動

後には館内でコーヒータイムが開かれ、参加者同士の交

流も生まれています。学びだけでなく、人と人とのつな

がりが育まれることも、この場所の大きな魅力です。 

 

ホームページ 

雄大な多摩川を眺め

ながらのコーヒータ

イム。活動後の交流

のひとときも魅力の

ひとつです。 

運営団体：NPO法人多摩川
エコミュージアム 

水槽の魚たちや展示を通

して多摩川の生態を体験

できるほか、本や、工作を

楽しめるスペースもあり、

子どもたちが思い思いに

過ごせます。 

無料で利用可能です。訪れる人が“見る側”にとどまら

ず、表現し、発信する側にもなれる場となっています。 

摩川で見つかったモトスマリモも展示されており、成長

を見守る新たな“注目株”として親しまれています。 

さらに最近は、多 

    

挑挑戦戦がが交交わわるる公公園園  
昨年９月、京急川崎駅近くに「カワサキ文化公園」が

誕生しました。ここは、ブレイキンやダブルダッチなど、

川崎で育まれてきたアーバンスポーツ文化を受け継ぐ新

たな拠点です。駅前の再開発に伴い閉館した「カワサキ

文化会館」の後継施設として、コミュニティを途切れさ

せることなく、誰もが気軽にスポーツや表現に触れられ

る場として整備されました。 

施設の大きな特徴は“垣根のなさ”。トッププレイヤー

が日常的に練習する空間でありながら、子どもや初心者

も同じ場所で体を動かし、自然に交わります。ストリー

トアートや装飾も施された空間は、訪れるだけでもカル

チャーを感じられる雰囲気です。 

時間帯によって表情が変わるのも魅力の一つ。昼間は

親子連れや小学生、夕方以降は中高生や大人たちが集ま

り、時には仕事の合間に体を動かす人の姿も見られるそ

うです。体験会イベントも定期的に開催しており、子ど

もたちがとても生き生きと挑戦を楽しんでいます。 

地域に開かれた公園として、日々のあいさつや何気な

い会話も大切にしながら、まちとともにカルチャーを育

てていく「カワサキ文化公園」。川崎の新しいにぎわいの

拠点から、どのようなカルチャーが生まれていくのか、

これからが楽しみです。 

幸
区 

京急「京急川崎駅」より徒歩約 9 分 
JR「川崎駅」より徒歩約 11 分 
 

カワサキ文化公園 
 

Stage Up 258号 令和8 (2026)年7月1日発行 市内公共施設の紹介 施設めぐり  

■カワサキ文化公園 

幸区幸町 2 丁目 572-1 他（国道 409 号道路用地） 

【開園時間】 平日：14 時～20 時 

土日祝：10 時～20 時 

※年末年始は休園 

 

誰誰ででもも挑挑戦戦ででききるる「「PPeerrffeecctt  DDaayyss」」  

ホームページ 

「Perfect Days KAWASAKI」は、ブレイキンやダブル

ダッチ、フリースタイルバスケットボール、スケート

ボード、3on3バスケットボールのアーバンスポーツを

無料で体験できるイベントです。講師の指導のもと、

初心者でも安心して参加できるほか、プロプレイヤー

によるパフォーマンスも披露されます。 

世世界界にに発発信信すするるMMIIXXチチーームム「「RREECCKK」」 

カワサキ文化公園を拠

点に活動する、アーバン

スポーツのトッププレイ

ヤーによる MIX チーム

「RECK」。 

地地域域にに開開かかれれたた公公園園ととししてて  

©︎DeNA 

「初めて挑戦する子どもた
ちが、失敗しても何度も挑
戦し、できた瞬間にとても
いい笑顔を見せるのです。
その姿を見守る大人たちも
自然と笑顔になります」 
（スタッフ） 

カワサキ文化公園は、誰で

も自由に利用できる公園とし

て、地域に開かれた存在です。

通りかかった人とのあいさつ

や会話を大切にしながら、少

しずつ地域とのつながりが育

まれています。また、川崎ブレ

イブサンダースとの連携によ

り、バスケットボールファン

も楽しめる空間づくりが行わ

れるなど、さまざまな人が関

わる場となっています。 

左）セセンンタターーココーートト  3on3大会が実施可能なサイズの
バスケットコート。計 3基のゴールを設置し、ミニオー
ルコートとしても使えます。膜屋根付きで雨天時もバス
ケットボールを楽しめます。 
右）パパフフォォーーママンンススススタタジジオオ  3つのスタジオを完備。
ブレイキンやダンス、ダブルダッチなどの練習や教室利
用に最適で、屋内イベントにも活用できます。 

©︎DeNA ©︎DeNA ©︎DeNA 

©︎DeNA 

©︎DeNA 

ブレイキン、ダブルダッチ、フリースタイルバスケ

ットボールといった異なる競技のプロフェッショナ

ルが集結し、新たなパフォーマンスを生み出していま

す。異なるカルチャーが交わることで、川崎発の新し

い表現が世界へと発信されています。 

画像提供：FEworks 

人工芝やベンチで一休み 

6



 

多多摩摩川川とと出出会会うう場場所所  
多摩区・宿河原の二ヶ領宿河原堰の

そばにある「二ヶ領せせらぎ館」。館内

に足を踏み入れると、まず目に入るの

は床いっぱいに広がる多摩川流域の

衛星写真です。東京湾の河口から源流

の笠取山までを一望できるこの展示

は、多摩川を“丸ごと感じてほしい”

という思いの象徴でもあります。 

同館は、国土交通省の施設の一部を活用し、川崎市と

市民団体が連携して運営する多摩川の情報発信拠点で

す。「多摩川エコミュージアム」の考え方のもと、自然・

歴史・文化を一体として捉え、市民が主体となって地域

の魅力を学び、発信する場となっています。 

館内には、多摩川で見られる魚やカニの水槽、宿河原

堰の模型、野鳥の写真パネルなど、地域の自然や歴史を

身近に感じられる展示が並びます。展示の多くは地域の

方々の協力によって支えられ、月替わりの企画展示では

市民の作品発表の場としても活用されています。 

活動は館内にとどまりません。多摩川の魅力を体感で

きる「多摩川桜のコンサート」「登戸の渡しまつり」「秋

の多摩川まつり」といった季節のイベントが開催されて

おり、多くの来場者でにぎわいます。子どもたちを対象

とした「かわさき水辺の楽校」の自然体験活動、ラフテ

ィングボート体験会など、市民が参加しながら多摩川に

親しむ機会も用意されています。 

毎月行われているクリーンアップ活動には多くの市民

や企業が参加し、生物多様性の保全活動や環境学習など、

多摩川と関わる取り組みが広がっています。「地域密着型

で、子どもから大人までが関われる場所にしたい」と語

る運営スタッフ。二ヶ領せせらぎ館は、多摩川を知るだ

けでなく、関わり、育てていくきっかけとなる“入口”

のような存在です。 

 

 多多
摩摩
区区  

JR・小田急「登戸駅」より徒歩約 8 分 
JR「宿河原駅」より徒歩約 15 分 二二ヶヶ領領せせせせららぎぎ館館  

Stage Up 258号 令和8(2026)年7月1日発行 施設めぐり  市内公共施設等の紹介 

■二ヶ領せせらぎ館 

〒214-0024 多摩区宿河原 1-5-1 

電 話 044-900-8386 

休館日 月曜日(祝日の場合はその翌日)、 

第１･３水曜日 

人人気気者者““たたままずずんん””とと多多摩摩川川のの生生きき物物たたちち  

市市民民ががつつくくるる展展示示とと学学びびのの場場 

多多摩摩川川をを守守りり、、楽楽ししむむ活活動動  

館内でひときわ存在感を放つのが、

黄金のナマズとして親しまれた「たま

ずん」。クラウドファンディングで整備

された水槽で飼育され、多摩区の特別

住民票も交付された人気者でした。現

在ははく製として展示され、子どもた

ちの記憶とともにその姿を今に伝えて

います。館内にはこのほかにも、多摩川

で採取された魚やカニの水槽が並び、

地域の生き物を間近に観察できます。 

館内の展示や活動の多くは、

市民の協力によって支えられて

います。野鳥の写真や絵画作品

は、地域の方々が持ち寄ったも

の。月替わりの企画展示では、

個人や団体の発表の場としても

活用されています。また、植物

画や風景画の教室、音楽やリト

ミックなどの活動も行われてお

り、２階の会議室は登録団体が 

せせらぎ館の活動は、多摩川のフィールドへと広がっ

ています。平成 20（2008）年から続くクリーンアップ活

動には、地域住民や企業など多くの人が参加。生物多様

性の保全活動には若い世代の参加も増えています。活動

後には館内でコーヒータイムが開かれ、参加者同士の交

流も生まれています。学びだけでなく、人と人とのつな

がりが育まれることも、この場所の大きな魅力です。 

 

ホームページ 

雄大な多摩川を眺め

ながらのコーヒータ

イム。活動後の交流

のひとときも魅力の

ひとつです。 

運営団体：NPO法人多摩川
エコミュージアム 

水槽の魚たちや展示を通

して多摩川の生態を体験

できるほか、本や、工作を

楽しめるスペースもあり、

子どもたちが思い思いに

過ごせます。 

無料で利用可能です。訪れる人が“見る側”にとどまら

ず、表現し、発信する側にもなれる場となっています。 

摩川で見つかったモトスマリモも展示されており、成長

を見守る新たな“注目株”として親しまれています。 

さらに最近は、多 

    

挑挑戦戦がが交交わわるる公公園園  
昨年９月、京急川崎駅近くに「カワサキ文化公園」が

誕生しました。ここは、ブレイキンやダブルダッチなど、

川崎で育まれてきたアーバンスポーツ文化を受け継ぐ新

たな拠点です。駅前の再開発に伴い閉館した「カワサキ

文化会館」の後継施設として、コミュニティを途切れさ

せることなく、誰もが気軽にスポーツや表現に触れられ

る場として整備されました。 

施設の大きな特徴は“垣根のなさ”。トッププレイヤー

が日常的に練習する空間でありながら、子どもや初心者

も同じ場所で体を動かし、自然に交わります。ストリー

トアートや装飾も施された空間は、訪れるだけでもカル

チャーを感じられる雰囲気です。 

時間帯によって表情が変わるのも魅力の一つ。昼間は

親子連れや小学生、夕方以降は中高生や大人たちが集ま

り、時には仕事の合間に体を動かす人の姿も見られるそ

うです。体験会イベントも定期的に開催しており、子ど

もたちがとても生き生きと挑戦を楽しんでいます。 

地域に開かれた公園として、日々のあいさつや何気な

い会話も大切にしながら、まちとともにカルチャーを育

てていく「カワサキ文化公園」。川崎の新しいにぎわいの

拠点から、どのようなカルチャーが生まれていくのか、

これからが楽しみです。 

幸
区 

京急「京急川崎駅」より徒歩約 9 分 
JR「川崎駅」より徒歩約 11 分 
 

カワサキ文化公園 
 

Stage Up 258号 令和8 (2026)年7月1日発行 市内公共施設の紹介 施設めぐり  

■カワサキ文化公園 

幸区幸町 2 丁目 572-1 他（国道 409 号道路用地） 

【開園時間】 平日：14 時～20 時 

土日祝：10 時～20 時 

※年末年始は休園 

 

誰誰ででもも挑挑戦戦ででききるる「「PPeerrffeecctt  DDaayyss」」  

ホームページ 

「Perfect Days KAWASAKI」は、ブレイキンやダブル

ダッチ、フリースタイルバスケットボール、スケート

ボード、3on3バスケットボールのアーバンスポーツを

無料で体験できるイベントです。講師の指導のもと、

初心者でも安心して参加できるほか、プロプレイヤー

によるパフォーマンスも披露されます。 

世世界界にに発発信信すするるMMIIXXチチーームム「「RREECCKK」」 

カワサキ文化公園を拠

点に活動する、アーバン

スポーツのトッププレイ

ヤーによる MIX チーム

「RECK」。 

地地域域にに開開かかれれたた公公園園ととししてて  

©︎DeNA 

「初めて挑戦する子どもた
ちが、失敗しても何度も挑
戦し、できた瞬間にとても
いい笑顔を見せるのです。
その姿を見守る大人たちも
自然と笑顔になります」 
（スタッフ） 

カワサキ文化公園は、誰で

も自由に利用できる公園とし

て、地域に開かれた存在です。

通りかかった人とのあいさつ

や会話を大切にしながら、少

しずつ地域とのつながりが育

まれています。また、川崎ブレ

イブサンダースとの連携によ

り、バスケットボールファン

も楽しめる空間づくりが行わ

れるなど、さまざまな人が関

わる場となっています。 

左）セセンンタターーココーートト  3on3大会が実施可能なサイズの
バスケットコート。計 3基のゴールを設置し、ミニオー
ルコートとしても使えます。膜屋根付きで雨天時もバス
ケットボールを楽しめます。 
右）パパフフォォーーママンンススススタタジジオオ  3つのスタジオを完備。
ブレイキンやダンス、ダブルダッチなどの練習や教室利
用に最適で、屋内イベントにも活用できます。 

©︎DeNA ©︎DeNA ©︎DeNA 

©︎DeNA 

©︎DeNA 

ブレイキン、ダブルダッチ、フリースタイルバスケ

ットボールといった異なる競技のプロフェッショナ

ルが集結し、新たなパフォーマンスを生み出していま

す。異なるカルチャーが交わることで、川崎発の新し

い表現が世界へと発信されています。 

画像提供：FEworks 

人工芝やベンチで一休み 

7
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財団からのお知らせ 

申込開始 申込書による申込みは令和８年７月１日(水)、 

       ホームページによる申込みは令和８年７月７日

(火)１３時から 

申込締切 令和８年８月１８日(火) 

受講料他 全１０回講座 １１，５００円（資料代を含む） 

全５回講座 ５，５００円（資料代は別途実費徴収）   

申込み・  認定 NPO 法人かわさき市民アカデミー 

問合せ先 〒211-0064 中原区今井南町 28-41 

       川崎市生涯学習プラザ３階 

電 話：044-733-5590 

FAX：044-722-5761 

ホームページ：右の二次元コードから 

メールアドレス： 

info@kawasaki-c-academy.jp 

 

 
 

クイズに答えよう！

を 

ここに置く 

～かわさき市民アカデミーと協働で企画・実施する地域密着型講座～  
  

 
 
 

 

R８ シニア活動支援事業 

■各テーマ・日程■ 

★AA［健康］ウォーキングを科学する～理論と体感で“歩く”をアップデート！ ～ 

  (全5回：隔週火曜日 14時～15時30分) 9/29、10/13、10/27、11/10、11/24   

★BB［生活］気象災害から身を守ろう～身近な気象現象のしくみと  
ふるまいを知る～(全5回：隔週水曜日 13時30分～15時)  

10/7、10/21、11/4、11/18、12/2   

★C［企業連携］地域社会に貢献している川崎の会社と人々 その32 

（全10回：木曜日  13時30分～15時）10/8、10/15、10/22、 

10/29、11/5、11/12または11/19、11/26、12/3、12/17、1/14   

★D［文化］“本離れ”に立ち向かう～各地の図書館・市民の取り組みから学ぶ～  
(全5回:金曜日 10時30分～12時) 10/23、10/30、11/6、11/12㈭、11/20    

★E［科学］身近な生活の科学～神奈川工科大学の現役教員による出張講座～ 

（全5回:金曜日 15時～16時30分）10/9、10/23、11/6、11/27、12/4  

 
※1 全５回講座の資料代は最終日に徴収させていただきます。 
※2 詳細は「かわさきの生涯学習情報」https://www.kpal.or.jp 
講座・イベント情報「2026年度後期地域協働講座」をご確認
ください。 

 

…です！ 

主に福祉やまちづくり、市内の企業や大学と連携した川崎の魅力

を見出せる講座です。社会参加と学習成果の地域への還元＝地域課

題の解決に活かすことをねらいとして実施しています。 

 

 

 

川崎市民でなくても 

受講できますか？ 

大丈夫かしら？ 

 

 

 はい、川崎市民でなく 

ても受講いただけます 

 

 

 

＊アンダーラインは「現地見学」、それ

以外は生涯学習プラザが会場です。 
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【応募方法】 
左記の二次元コードから解答フォームへア
クセス、または、①答え ②〒・住所 ③氏名 
④本誌の入手場所 ⑤今号で良かった記事
(理由)を書いて、はがき、FAX、Eメールで
応募してください。 

※締切 ２０２６年8月１0日（月）必着
※正解 ホームページ及び次号に掲載
※正解者3名に500円の図書カードを贈呈
（発表は発送に代えさせていただきます）

〒211-0064 中原区今井南町 28-41  
川崎市生涯学習財団 Stage Up（ステージアップ）担当 

Eメール：stage-up@kpal.or.jp 
TEL 044-733-5811  FAX 044-739-0085 

※個人情報は、発送業務以外の目的では使用しません。 

二ヶ領せせらぎ館で 

展示されている、最近多摩川で 

見つかった緑藻植物は何でしょうか？ 

下の○にあてはまる言葉を入れてください。 

『○○○○○○』 ※ヒントｐ.7

◆お楽しみコーナー
Stage Up 258号クイズに答えよう！ 

☆２57号のクイズの答え・・・バロン 
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